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	応用
	抗原情報
	背景
	真核生物翻訳開始因子4B（eIF4B）は、40SリボソームサブユニットをmRNAにリクルートする上で重要な役割を果たします。eIF4BはeIF4FおよびeIF4Aと密接に連携して機能します。eIF4FおよびATP存在下で、mRNAの5'末端キャップ付近に結合します。eIF4Bは、eIF4AとeIF4Fの両方のATPase活性とATP依存性RNA巻き戻し活性を促進します。
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
	画像データ
	

	リン酸化 eIF4B (Ser406) 抗体を用いたマウス心臓溶解物中のリン酸化 eIF4B (Ser406) のウエスタンブロット分析。
	

	eIF4B (Phospho-Ser406) 抗体を使用した A549、HL-60、U2OS、C6 溶解物中の eIF4B (Phospho-Ser406) のウエスタンブロット分析。
	

	eIF4B（リン酸化Ser406）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学染色。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用した。

